
 7月7日(日)に開催された「第43回野洲川冒険大会（於:滋賀県守山市)」は､
野洲川に親しみ､河川愛護の気持ちや環境について考えるきっかけとすること
を目的としており、守山市の社会教育事業の一環として昭和57年から現在ま
で約40年以上続いている大会です。

 本イベントにて、事業のPRも兼ねて、瀬田川洗堰を模したいかだ2梃でいかだ
くだりに参加しました。

 また､訪れていた家族連れの方などに野洲川の事業紹介を行いました｡

野洲川冒険大会に参加しました!
～ 野洲川での事業PRにも参加～
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大規模水害が起こりうること、また、琵琶湖水位の影響を受け浸水が⾧期に及ぶことを念頭に、「自ら行動し、
地域の防災力を高め」、「社会経済被害を最小化」するための取り組みを実施し、水害に強い地域を目指します。

○日時:令和６年７月7日(日) 10:00～14:00
○場所:滋賀県守山市新庄町地先 野洲川左岸新庄大橋上流
○主催:野洲川冒険大会実行委員会(守山青年会議所等）
◯後援:琵琶湖河川事務所他
○イベント参加者:滋賀県内外の親子連れ約300人、51梃のいかだが参加
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野洲川自然再生事業、野洲川河口部ヨシ帯再生事業、地元中学校と連携した環境調査
などの事業紹介パネルの展示を行いました。また、子ども向けに缶バッジ作り体験を
行いました。

事業紹介の様子


